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当期（2018年度）は、設立以来最高の売上高・利益を更新する
ことができました。これもひとえに平素より全てのステークホルダー
の皆様からのご支援とご愛顧の賜物と、厚く御礼申し上げます。

2011年に経理出身の私が社長に就任して以来、「事業の拡大」
と並行して注力してきたのが「財務体質の改善」です。会社を木で
表したときの根にあたる財務を強くすることで、その上に伸びる幹や
枝がどんなに太く大きく成長しても揺るがない土台作りを徹底して行
いました。そして当期も、お客様やビジネスパートナー様のご支援の
もと、従業員がその土台の上で木の幹を太くし、枝を伸ばし、花を
咲かせました。来期は、私たちがこれまで育んできた木を更に成長
させることはもちろんのこと、当期芽吹いた新たな取組みが、将来
立派な花を咲かせるための核を作る要の年であります。当社の企業
活動が継続的に社会や皆様に還元できるものになるよう、役職員一
丸となり邁進してまいります。

尚、来期の通期業績としましては、売上高21,800百万円、営業
利益1,420百万円、経常利益1,420百万円と、当期に続き、過去
最高の売上高・利益を更新する見込みです。皆様の一層のご支援、
ご協力をお願い申し上げます。

おかげさまで、過去最高の売上高・利益を更新しました

2019年６月
代表取締役社長

森  啓 一

売上高

億円214
前年度比　11.0％UP 前年度比　33.4％UP 

営業利益

億円13
配当金

円/株20
 前年度より　4.0円UP 

当事業年度報告
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経営理念
	 「社員すべてが心と力を合わせ、企業の発展と成長を通じて、未来のより良い環境作りに貢献する」
経営ビジョン
	 私たちは、以下の3つの責任を果たしていきます。
	 1. 個人責任　人間性と技術力を磨き、最高のサービスをお客様に提供します。
	 2. 企業責任　社員相互が信頼し合い、安心かつ働きがいのある会社を作ります。
	 3. 社会責任　お客さま、投資家、株主から信頼され、社会から必要とされる会社を作ります。

当事業年度業績について
　当事業年度業績は、売上高21,453百万円（前事業年
度比11.0％増）、営業利益1,368百万円（前事業年度比
33.4％増）、経常利益1,375百万円（前事業年度比34.9
％増）、当期純利益874百万円（前事業年度比21.6％増）
となりました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。
●公共関連事業

【売上高】6,893百万円（前年同期比12.1％増）
【セグメント利益】1,142百万円（前年同期比13.8％増）

　システムの要件定義や基本設計等の上流工程から参画
できる案件が増えたことに加え、案件の選択と集中及び
積極的な人材確保並びにプロジェクト管理の徹底を図った
ことが、案件の拡大・増加及びトラブルの回避・最小化
に繋がり、売上高・利益ともに成長基調を維持しました。

●民間関連事業
【売上高】13,300百万円（前年同期比10.8％増）
【セグメント利益】1,540百万円（前年同期比26.4％増）

　人手不足という業界全体の課題が依然として続いてお
りますが、人的リソースの効率活用及び営業強化並びに
クラウド・ＡＩ等の新技術を活用したビジネスの拡大を図っ
たことで、ＩＴ投資需要の高まりを追い風に請負案件が増
加し、売上高・利益ともに好調に推移しました。

●セキュリティ機器関連事業
【売上高】1,259百万円（前年同期比6.9％増）
【セグメント利益】316百万円（前年同期比18.1％増）

　主にデジタルフォレンジック分野において、海外ベンダ
ーとの強固なパートナーシップの構築及び専門スキルの
向上等、高付加価値化を図ってきたことが奏功し、サイ
バー関連に係る公的機関への大型案件及びセキュリティ
事故に係る調査案件並びに専門技術の習得をサポートす
るトレーニング案件が増加したことにより、売上高・利益
ともに順調に推移しました。

株主様へ感謝の気持ちを込めて
　当社は、株主様に対する長期的かつ総合的な利益の拡
大を重要な経営目標と位置付けております。その一環と
しまして、ご支援頂きました株主様への感謝の意を表し、
普通配当金を20円に増配いたしました。
　また、前年度に引き続き、当社株式への投資の魅力を
高め、多くの株主様が中長期的に保有したいと思ってく
ださるよう、株主優待制度も継続して実施しております。

　会社はオーケストラ。経営者は指揮者。そしてお客様、
株主様をはじめ、当社を応援してくださっている皆様から
“ブラボー”の声を頂けるよう、役職員一丸となり邁進して
まいります。
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ハートを込めた取組み

テクノロジーにハートを込めて。
これは、当社のコーポレートスローガンです。
70年以上前に世界で初めてコンピュータが登場してから、技術の

進歩は目まぐるしいものでした。そして、昨今はAIやRPA等の技術
を活用し、これまで人が担っていた業務の一部をロボットにシフト
していく時代になりました。ロボットの活躍により、世の中がいく
ら便利になっても、当社が変わらずに大切にしていくのは「ハート」
です。
「ハート」を込めて「人」を何よりも大切にしている当社が行って

いる取組みの一部をご紹介します。

当社はアスリート採用を通して、スポーツで世界を
目指すアスリートを応援しています。その中で大切にし
ていることは、いずれ来る引退後のセカンドキャリアを
視野にいれた育成です。厳しい競争の世界で戦ってきた
アスリートは、目標達成に向けた計画力・実行力等を備
えており、企業にとって貴重な戦力になると考えていま
す。当社のアスリート社員第１号の齋藤悠選手（スケー
ト・ショートトラック）は2019年３月に引退し、同年
４月からは、競技と業務の経験で培ったスキルを携え、
事業部門でセカンドキャリアのスタートを切りました。
多くのアスリートが抱えているセカンドキャリア問題に
対して、当社ができることを、これからも本人とともに
考え、ともに成長していきます。

アスリート

齋藤悠
（スケート・ショートトラック）

滝沢こずえ
（スキー・クロスカントリー）
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「従業員」はシステムインテグレーターである
当社にとって、かけがえのない経営資源であり財
産です。昨今、さまざまな雇用に関する課題が浮
き彫りとなっておりますが、当社においても、世
の中の変化に対して前向きに検討し、社会課題の
解決につなげていきたいと考えています。

従業員の幸せと健康を考え、働きやすい職場環
境の整備や仕事と生活の調和を図る制度の導入に
より、長く働ける会社を目指しています。

当社では、障害者の「働きたい」を叶える舞台を大きくしてい
くため、障害者雇用にも積極的に取組んでいます。当社で働く障
害者の多くが知的障害または精神障害を持つ人です。そこで、多
くの障害者が継続的に働けるような環境作りに注力しました。

その一環として、就業上欠かせない「コミュニケーション問題」
「社員の障害理解」「業務の切出し」等、障害者雇用を取巻くさま
ざまな課題に対して対策を実施しました。これからも引き続き、
公的機関・学校・家庭・福祉施設・医療機関と連携し、障害者の
就労安定化を図っていきます。

長く働ける会社

障害者雇用

ワークライフ
バランス

①定時退社日
②ジョブリターン（再雇用）制度
③短日・短時間勤務制度

ダイバー
シティ

①女性社員交流会の実施
②障害者雇用

健康経営 ①部活動支援
②健康管理セミナーの実施
③オンライン禁煙プログラムの実施
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VR（仮想現実）・AI（人工知能）・ブロックチェー
ン（分散型台帳技術）等、先端技術の研究開発を
行う共同出資会社『株式会社 VRaiB（ブレイブ）』
を設立しました。新たな事業の創出を目指します。

RPA（Robotic Process Automation）分野に
おいて、世界のリーディングカンパニーである米
UiPath社の日本法人であるUiPath株式会社と開
発リソースパートナー契約を締結しました。定型
業務の自動化によって生まれた人的資源を、より
高付加価値な業務へシフトさせ、お客様の新たな
ビジネスチャンスの創出をお手伝いします。将来
的には、AI技術とも組み合わせることで、より進
化した業務プロセス改善ソリューションを提供し
ていきます。

新たな事業の創造に向けて

4th Focus　★

3rd Focus　　情報セキュリティ

2nd Focus　　IT サービス

1st  Focus　　システムインテグレーション

1980 2000 2020

ICTを活用した社会・経済システ
ムの改革が加速している中で、当社
の持続的な発展と成長を実現するた
め、蓄積された独自の技術とノウハ
ウに最先端のテクノロジーを取り入
れながら、常に新しいソリューショ
ンの創造に努めています。その一環
として、当期は将来を見据えたさま
ざまな取組みを開始しました。

これらの取組みを通じて、全ての
ステークホルダーの皆様から期待さ
れる企業になることを目指します。

発展と成長に向けた取組み

新会社設立 RPA
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FRONTEO社製「人工知能による特許調査・分
析システム」のシステム開発の協力をさせて頂き
ました。人材育成を含む投資も視野に、将来に向
けAI関連事業の更なる拡大を図ります。

筑波大学と三次電池（温度差による発電機能を
搭載した電池を三次電池と命名）に関する基礎研
究を開始しました。三次電池は、従来の使い捨て
電池や充電池の「交換」「廃棄」といった既存の
問題を解決し、新しい「エネルギーハーベスト（環
境発電※）」を活用した社会実現の一翼を担いうる
夢の技術です。

当研究を通して、環境にやさしいシステムの開発
等、IT技術で社会課題に取組むことを目指します。
※　�身の回りにあるわずかなエネルギーを電力に変換し、

活用することを目的とした技術

NoSQLデータベース製品「MarkLogic」を使
ったソリューション提供を開始し、お客様のビジ
ネス戦略の実現を支援していきます。

当社がこれまで培ってきた各産業における業務
知識・ノウハウ・顧客基盤に、「MarkLogic」を
盛り込むことで、データの戦略的活用、運用ス
ピードの向上、時間とコストの削減を実現し、お
客様が保有するデータの価値と企業価値の向上を
目指します。

ドローンの産業利活用促進に向けた規制緩和へ
の取組みを開始しました。

その一環として、茨城県笠間市と、地域の活性
化及び市民サービスの向上を目的とした連携協力
協定を締結しました。当社の技術を活用して、安
全・安心な
ド ロ ー ン
社会の実現
を目指しま
す。

AI

エネルギー

ビッグデータ

ドローン

AIの一端である機械学習プログラミング研修の様子
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「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業
会計基準第28号　2018年２月16日）等を当事業
年度の期首から適用しており、2015/３期から
2018/３期に係る総資産については、当該会計基
準等を遡って算定しております。

株主資本は、資本金、資本剰余金、利益剰余金及
び自己株式を含んでおります。

2015年10月１日付で普通株式１株につき２株の
割合で株式分割を行っております。そのため、
2015/３期の期首に当該株式分割が行われたと仮
定して、１株当たり当期純利益を算定しておりま
す。

（百万円）

売上高

2015/3

16,482

2016/3

19,327

2018/3

17,846

2017/3
0

11,000

5,500

16,500

22,000

15,081

21,453

2019/3
（当期）

（百万円）

総資産

2015/3

14,772

2016/3
0

6,000

18,000

12,000

16,820

2018/3

14,396

2017/3

14,177
15,991

2019/3
（当期）

（百万円）

株主資本

2015/3

5,406

2016/3
0

4,800

8,000

6,400

3,200

1,600

7,299

2018/3

5,736

2017/3

4,841

7,933

2019/3
（当期）

（円）

１株当たり当期純利益

2015/3

53.36

2016/3

51.21

2018/3

39.83

2017/3
0

20

40

60

42.81
58.11

2019/3
（当期）

（百万円）

経常利益

2015/3

950

2016/3
0

1,200

300

600

900

1,500

1,019

2018/3

731

2017/3

897

1,375

2019/3
（当期）

（百万円）

当期純利益

2015/3

738

2016/3

719

2018/3

551

2017/3
0

250

500

1,000

750

592

874

2019/3
（当期）

　来期も過去最高の売上高・利益を更新すべく、事業の発展と成長に尽力してまいります。

来期業績予想

決算ハイライト

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり
当期純利益

通　期
百万円 % 百万円 % 百万円 % 百万円 % 円　銭

21,800 1.6 1,420 3.8 1,420 3.2 930 6.4 61.81

（%表示は対前期増減率）
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顧客名 2019年3月期
売上高（百万円）

NTTデータ関連 7,563 
日本IBM関連 4,103 
TISインテック関連 1,020 
ソフトバンク関連 821 
沖電気関連 774 
その他 7,169 
合計 21,453 

合計

21,453
百万円

合計

21,453
百万円

公共関連事業

32.13%

NTTデータ関連

35.26%

民間関連事業

62.00%

ソフトバンク関連

3.83%

セキュリティ機器
関連事業

5.87%
沖電気関連

3.60%

TISインテック関連

4.76%

その他

33.42%

日本IBM関連

19.13%

セグメント別 2019年3月期
売上高（百万円）

公共関連事業 6,893
民間関連事業 13,300
セキュリティ機器関連事業 1,259
合計 21,453 

セグメント別売上高構成比 主要顧客別売上高構成比

売上高の合計は、前期の19,327百万円から11.0%増の21,453
百万円となりました。
公共関連事業の743百万円増収により、売上高構成比率が

31.82%から0.31%高くなった関係で、他2セグメントの売上高構
成比は微減しましたが、全てのセグメントにおいて増収を達成
し、前期とほぼ同等の売上高構成比となりました。
尚、セグメント利益はそれぞれ13.8%増（公共関連事業）、

26.4%増（民間関連事業）、18.1%増（セキュリティ機器関連事業）
と収益性を高めました。

前期と比較し、ソフトバンク関連企業様への売上高は微減と
なりましたが、その他上位4社関連企業様への売上高につきまし
ては、全体的に増加しました。TISインテック関連企業様への売
上高が前期と比較し、183百万円増加したことで、3番目に大き
な主要取引先となりました。

　人材不足が顕在化している業界において、人材獲得のための
採用強化及び魅力付けにより、従業員数及び定着率の増加を図
っております。その結果、従業員数が堅調に増加するとともに、
業界離職率を下回る離職率を維持しております。
　引き続き、今後も増える社員に対応した体制づくりに注力し
ていきます。

社員数の推移 （人）

200

400

600

800

1,000

1,200

2014 20162015 2017

（％）

5

10

15

20

2018
00

業界離職率従業員数 当社離職率

（注1）グラフ内数値の対象となる時点及び期間はそれぞれ次のとおりです。①従業員数：３月末時点　②当社離職率：年度　③業界離職率：年
（注2）業界離職率は厚生労働省発表「雇用動向調査結果の概要」を参考にしております。2018年の離職率は未発表のため、掲載しておりません。
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貸借対照表（要約）� （単位：百万円、単位未満切り捨て）

当事業年度
2019年３月31日現在

前事業年度
2018年３月31日現在

資産の部

流動資産 9,789 9,759

固定資産 6,202 7,061

資産合計 15,991 16,820

負債の部

流動負債 4,434 4,459

固定負債 2,450 3,160

負債合計 6,885 7,619

純資産の部

株主資本 7,933 7,299

評価・換算差額等 1,170 1,898

新株予約権 2 2

純資産合計 9,106 9,201

負債純資産合計 15,991 16,820

1

2

3

POINT

前事業年度末に比較し828百万円減少しました。
これは主に現金及び預金の増加109百万円があった一方で、投資有
価証券の減少910百万円があったことによるものです。

1 資産合計

前事業年度末に比較し734百万円減少しました。
これは主に繰延税金負債の減少333百万円、長期借入金の減少290百
万円、1年内返済予定の長期借入金の減少116百万円があったことに
よるものです。

2 負債合計

前事業年度末に比較し94百万円減少しました。
これは主に繰越利益剰余金の増加633百万円があった一方で、その
他有価証券評価差額金の減少728百万円があったことによるもので
す。

3 純資産合計

株主資本等変動計算書（2018年４月１日から2019年３月31日まで）� （単位：百万円、単位未満切り捨て）

株主資本 評価・換算差額等
新株

予約権
純資産
合計資本金

資本剰余金 利益剰余金
自己株式 株主資本

合計
その他

有価証券
評価差額金

評価・換算
差額等合計資本

準備金
その他

資本剰余金
資本剰余金

合計
その他利益剰余金 利益剰余金

合計繰越利益剰余金

当期首残高 2,905 749 1,388 2,138 2,615 2,615 △359 7,299 1,898 1,898 2 9,201
当期変動額
　剰余金の配当 △240 △240 △240 △240
　当期純利益 874 874 874 874
　自己株式の取得 △0 △0 △0
　�株主資本以外の項目の

当期変動額（純額） △728 △728 △728

当期変動額合計 － － － － 633 633 △0 633 △728 △728 － △94
当期末残高 2,905 749 1,388 2,138 3,249 3,249 △359 7,933 1,170 1,170 2 9,106

財務諸表
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純利益の増減分析� （単位：百万円、単位未満切り捨て）

3

2

POINT

1,322百万円の収入がありました。
これは主に、法人税等の支払額406百万円があった一方で、税引前当期
純利益1,301百万円、減価償却費143百万円、売上債権の減少額132百
万円等があったことによるものです。

1 営業活動によるキャッシュ・フロー

395百万円の支出がありました。
これは主に、投資有価証券の取得による支出138百万円、有形固定資産
の取得による支出119百万円、保険積立金の積立による支出59百万円が
あったことによるものです。

2 投資活動によるキャッシュ・フロー

832百万円の支出がありました。
これは主に、社債の発行による収入591百万円、長期借入れによる収入
300百万円があった一方で、社債の償還による支出777百万円、長期借
入金の返済による支出706百万円があったことによるものです。

3 財務活動によるキャッシュ・フロー

当事業年度
2018年4月 1 日から
2019年3月31日まで

前事業年度
2017年4月 1 日から
2018年3月31日まで

営業活動による
キャッシュ・フロー 1,322 641 

投資活動による
キャッシュ・フロー △395 49 

財務活動による
キャッシュ・フロー △832 544 

現金及び現金同等物の
増減額 94 1,236 

現金及び現金同等物の
期首残高 4,683 3,447 

現金及び現金同等物の
期末残高 4,778 4,683 

キャッシュ・フロー計算書（要約）�（単位：百万円、単位未満切り捨て）

1

前事業年度
純利益

719

当事業年度
純利益

874

売上総利益
の増加 販管費の増加 営業外収益・

費用の増減 特別利益・
損失の増減 法人税等の増加

507

13

△165

△124

△76

155
増

・人件費の増加
・新規事業開拓のための支出

老朽化した社員寮の保有方針を変更し
遊休資産としたことによる損失

増益による法人税の増加
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今の会社の姿は、会社がこれまで描いてきたドラマの積み重ねです。
当社も、これまで従業員がそれぞれの場所で沢山のドラマを仕掛けてきました。
既存の事業を育てる人、新たな事業を創る人、それぞれがその先のより幸せな
未来のためにハートを込めてやり遂げてきました。
その結果、お客様の信頼を得て、事業の拡大に繋がりました。

現在、当社は新たなビジネスを描くドラマも仕掛けています。
ステークホルダーの皆様にワクワクして頂けるよう、
これからもドラマを仕掛ける
会社であり続けたいと考えています。

ドラマを仕掛ける会社であり続けたい

トップメッセージ

過去最高
売上高・利益

人材育成
（最新技術／構想力）

業務効率化

既存事業
拡大

新規事業
開拓

企業価値向上
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010_0717201301906.indd   13 2019/06/14   19:39:59



会社概要

役員

（2019年 3月 31日現在）

（2019年 6月 27日現在）

※1　山口寿彦、瀬尾勘太両氏は社外取締役であります。
※2　吉野充氏は新任常勤監査役であります。
※3　中村清司、杉山昌宏両氏は社外監査役であります。

代 表 取 締 役 社 長 森 　 啓 一
代 表 取 締 役 副 社 長 三 浦 宏 介
専 務 取 締 役 室 井 　 誠
常 務 取 締 役 後 藤 　 亮
取 締 役 鈴 木 隆 博
取 締 役 山 口 寿 彦※1

取 締 役 瀬 尾 勘 太※1

常 勤 監 査 役 七 井 孝 司
常 勤 監 査 役 吉 野 　 充※2

監 査 役 中 村 清 司※3

監 査 役 杉 山 昌 宏※3

社　　　名 株式会社 フォーカスシステムズ
本　　　社 〒141-0022

東京都品川区東五反田二丁目7番8号
フォーカス五反田ビル 
TEL.03-5421-7777（代）
FAX.03-5421-3201

設　　　立 1977年4月1日
資　本　金 29億円
売　上　高 214億円
従 業 員 数 1,161名

大株主（上位 10名）

所有者別・株主分布状況（自己株式を除く）

（2019年 3月 31日現在）

（2019年 3月 31日現在）

（注）当社は自己株式 1,246,362 株を保有しておりますが、上記大株主から除外して
おります。また、持株比率は自己株式を控除して計算しております。

発行可能株式総数 36,000,000株

発行済株式の総数 16,292,942株

株主総数  6,867名

個人・その他
9,346,511株（62.12％）6,705名
金融機関　2,808,300株（18.66％）24名
その他国内法人　1,712,100株（11.38％）45名

外国法人・個人　703,450株（4.68％）52名
証券会社　474,219株（3.15％）39名

政府及び地方公共団体　2,000株（0.01％）1名

株主名 持株数（株） 持株比率（％）
株式会社 FRONTEO 900,000 5.98
フォーカスシステムズ社員持株会 620,800 4.12
畑山　芳文 588,900 3.91
第一生命保険株式会社 500,000 3.32
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 387,200 2.57
東　光博 350,000 2.32
株式会社三井住友銀行 340,000 2.25
柿木　龍彦 318,400 2.11
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口5） 257,100 1.70
石橋　雅敏 254,300 1.69

グループの状況
関連会社

お客様
株式会社イノス
（20.00％）
ソフトウェア開発

株式会社 VRaiB
（20.00％）
ソフトウェア開発

株式会社 フォーカスシステムズ（当社）
公共関連部門 民間関連部門 セキュリティ機器関連部門

本社ビル

株式の状況

企業データ

（注 1）⬅　 情報システムの設計・開発・運用・保守
 製品・サービスの提供　
（注 2）（　）内は出資比率
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株主メモ

証 券 会 社 等 に
口 座 を お 持 ち の 場 合

証券会社等に口座をお持ちでない場合
（特別口座の場合）

郵 送 物
送 付 先

お取引の
証券会社等になります。

〒168-8507
東京都杉並区和泉2-8-4
みずほ信託銀行　証券代行部

電 話 お 問
合 わ せ 先

フリーダイヤル　0120-288-324
（土・日・祝日を除く

9：00～17：00）

各 種 手 続
お 取 扱 店
（ 住 所 変 更、
株主配当金
受取り方法
の変更等）

みずほ証券
本店及び全国各支店
プラネットブース（みずほ銀
行内の店舗）でもお取扱いた
します。
みずほ信託銀行
本店及び全国各支店※
※ トラストラウンジではお取扱できませんの
でご了承ください。

未払配当金
の お 支 払

みずほ信託銀行※及びみずほ銀行の本店及び全国各支店
（みずほ証券では取次のみとなります）
※ トラストラウンジではお取扱できませんのでご了承ください。

ご 注 意

支払明細発行については、
右の「特別口座の場合」の
郵便物送付先・電話お問合
わせ先・各種手続お取扱店
をご利用ください。

特別口座では、単元未満株式の買
取・買増以外の株式売買はできませ
ん。証券会社等に口座を開設し、株
式の振替手続を行って頂く必要があ
ります。

事 業 年 度 毎年４月１日から翌年の３月31日まで
定 時 株 主 総 会 ６月
基 準 日 ３月31日
配当金受領株主確定日 ３月31日
株 主 名 簿 管 理 人 東京都中央区八重洲一丁目２番１号

みずほ信託銀行株式会社

単 元 株 式 数 100株
公 告 方 法 電子公告とする。

電子公告アドレス
http://www.focus-s.com/focus-s/
ir/publicinfo/

第43期定時株主総会の
ご報告

2019年６月27日に開催いたしました当社「第43期定
時株主総会」における決議事項についてご報告申し
上げます。
下記全ての議案が原案のとおり承認可決されました。

決議事項
第１号議案 剰余金の処分の件
第２号議案 取締役５名選任の件
第３号議案 監査役１名選任の件
第４号議案 取締役賞与支給の件

配当金については４ページを、選任された取締役に
つきましては14ページをそれぞれご参照ください。

期末配当金のお支払いについて

＊銀行口座への振込をご指定の方
「配当金計算書」及び「お振込先について」を同封いたし
ておりますのでその内容をお確かめください。
＊株式数比例配分方式をご指定の方
「配当金計算書」及び「配当金のお受け取り方法について」
を同封いたしておりますのでその内容をお確かめください。
＊振込方法のご指定がない方
「配当金計算書」及び「期末配当金領収証」を同封いたし
ておりますので同証に必要事項をご記入ご押印のうえ、
2019年６月28日（金）から７月31日（水）までの間に、お
近くの「ゆうちょ銀行」又は「郵便局」でお受け取りくだ
さい。
　なお、「配当金計算書」は配当金をお受け取りになった
後の配当金額のご確認や確定申告の資料としてご利用頂け
ます。

インフォメーション
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